








































2026 年６月１６日 第７回社員総会 

 

 

 NPO 法人アスリード 第 7 期（2025/令和 7 年度）事業報告書 
 

 

第 7 期（2025/令和 7 年度）の主な活動状況 

 令和 7 年度は、これまで培ってきた地域とのご縁をさらに広げ、多くの学校現場からのご期

待に応えながら、10 代の若者たちの未来を切り拓くキャリア“共育”支援に邁進してまいりま

した。 

「原点回帰〜絞る、磨く、研ぐ〜」をテーマに掲げた今年度、みらい teacher では職場体験

や課題解決型職業講話のコーディネートを継続するとともに、新たに横浜市の「市民協働提案

事業」に採択され、横浜市教育委員会や先生方、会員企業の皆様と「自分づくり教育」の推進に

向けた意見交換を行い、学校と地域が協働するキャリア教育のさらなる基盤づくりに挑戦しま

した。 

みらい GREETING では、引き続き横浜市立横浜総合高校の全学年を対象とした段階的な

プログラムを展開した他、先生方と企業様との「意見交換会・交流会」を開催し、学校側から「早

期離職の報告が減り、生徒たちに早い段階から自分自身の進路と向き合う意識が生まれてい

る」というお声をいただくなど、地域企業との強い繋がりが若者の確かな進路選択を後押しし

ている手応えを感じることができました。 

また、学校の枠組みを超えた支援として、学習支援・居場所支援を行うボランティア団体あ

すのちや明蓬館中等部（フリースクール）と連携した『しごと体験カフェ』を実施したほか、新た

に大学生を対象としたインターンシップの受け入れや、横浜市主催の「YOKOHAMA イノベー

ションダイアログ」への登壇など、多世代・多機関との連携を深めました。 

県内約 240 校へお届けしたキャリア教育支援誌『みらい百花 NO.06』では、学校の先生方

の声を反映した誌面構成や中学生考案の企画を初めて取り入れるなど、より現場に寄り添っ

たキャリア“共育”の形を模索し、活動に磨きをかけた 1 年となりました。 

 

 

 

１．特定非営利活動に係る事業 

 

①教育プログラムの開発・普及・支援事業・・・体験事業 

ア）学校での教育プログラム支援 『みらい teacher』  

内容：今期支援実績は、実施校のべ 23 校（生徒数 4,169 名）、協力企業数のべ 359 社でした。実

施校数は昨年度より＋6 校（生徒数＋612 名）増え、協力企業数は＋90 社となりました。こ

れまでの職業講話から体験型、課題解決型とプログラムが多様化してきたことに加え、職場

体験なども加わり、学年に応じたプログラムで複数回支援させていただく学校も出てまいり

ました。 

 

時期：令和 7 年 4 月～令和 8 年 3 月 

対象：横浜市・藤沢市・川崎市の中学校（公立・私立） 

    学校開催 23 校（来校・体験型 14 校、課題解決型 5 校、職場体験 4 校） 

人員：事務局・正会員・賛助会員・ボランティアサポーター・地域企業 

費用：8,387,681 円 

 



イ）定時制高校生向けの進路・キャリア支援プログラム 『みらい GREETING』 

内容：横浜市立横浜総合高等学校で実施している、学校と地域企業が連携した進路・キャリア教育

支援プログラムも今年で 5 年目を迎えました。全学年を支援対象とし、のべ 581 名の生徒

へ自身の進路・キャリアと向き合う機会を提供することができました。参画企業（個人）様も

のべ 41 社と多種多様になり、活動の広がりを感じられる 1 年となりました。1 年生には自

己理解や仕事理解を深める体験型プログラム、2 年生には対話プログラム、卒業年次生には

少人数での対話に加え、企業説明会をイメージした対面型のプログラムを実施しました。11

月には参加企業と先生方による意見交換・交流会も開催。このプログラムを通じて出会い、

地元企業に就職したという報告も聞かれるようになり、卒業生が社会人となって後輩たちと

プログラムで対面するという循環も生まれてきています。 

 

時期：令和 7 年 4 月～令和 8 年 3 月 

対象：横浜市立横浜総合高等学校の生徒（1 年・2 年・卒業年次） 

人員：事務局・正会員・賛助会員・ボランティアサポーター・地域企業 

費用：1,760,086 円 

 

②情報発信・メディア制作事業・・・メディア事業 

ア）キャリア教育支援誌『みらい百花』の制作・発行 

内容：2025 年 9 月 20 日、『みらい百花 No.０6』を発行し、 神奈川県内の中学校・高校 24１校へ

43,500 部をお届けしました。今号は総勢 40 社の企業様に取材協力をいただきました。誌

面は学校の先生方の声を反映し、授業で活用しやすいよう見開き２ページの「職業インタビュ

ー」に新たなデザインを取り入れました。また、横浜市立茅ケ崎中学校の生徒のアイデアから生

まれた、社会人が 15 歳の自分へメッセージを送る特集「PAST タイムカプセル」も掲載し、『み

らい teacher』事業との連携により、内容も充実したものとなりました。さらに、掲載企業様

の出身校など全国 79 校への見本誌送付も行い、働く大人のロールモデルを地元へ届ける取

り組みも実施しました。 

 

時期：令和 7 年４月～令和 8 年 3 月 

対象：横浜市・川崎市・横須賀市・町田市・藤沢市の中学校・高等学校等 

人員：事務局・正会員・賛助会員・ボランティアサポーター 

費用：6,088,476 円 

 

イ）キャリア教育支援動画『わたしごと』の制作・発信 

内容：キャリア教育支援動画『わたしごと』は、働く大人の十人十色の人生ドラマや価値観を約 7 分

の動画で若者たちに届ける取り組みです。今年度は 11 月より、株式会社オンザウェイ様のご

協力を得て、新たな動画制作をスタートしました。制作の過程では、夏休みにインターンシッ

プに参加した学生も同席し、朝礼への参加やオフィス見学を兼ねた取材を実施しました。就職

活動を控える学生からの質問に対しても、ご自身の経験や考え方を交えてお話しいただく貴

重なインタビューとなりました。 

 

時期：令和 7 年 4 月～令和 8 年３月  

対象：アスリード WEB サイトにて公開、総再生回数 1,928 回 

人員：事務局・賛助会員・地域企業・インターンシップ生 

費用：76,649 円 

 

 

 

 

 

 



③交流・連携推進事業 

ア）地域のなかの若者に向けた連携プログラム 『しごと体験カフェ』 

内容：学校の枠組みを超え、地域の若者たちへキャリア教育支援を届ける『しごと体験カフェ』。今年

度は、『(公財)かながわ生き活き市民基金 第３回 JA 横浜子どもの未来支援助成』と『マン

スリーサポーター』の皆様からのご寄付を活用し、学習サポートや居場所づくりを行うボラン

ティア団体あすのち様と、明蓬館中等部（フリースクール）様と連携しプログラムを実施しまし

た。あすのち様との連携では、11 月に富士ウッドワークス様、３月に日本濾水機工業様にご

協力いただき、計２回のしごと体験を提供。計 30 名（生徒 17 名、保護者 1 名、あすのちス

タッフ（学生・社会人）12 名）に支援を届けることができました。明蓬館中等部様では、横浜

環境保全様にご協力いただき、6 名の生徒に向けしごと体験やオフィス見学を行いました。

自宅からのリモート参加など多様な形で、若者たちが身近な仕事にふれる機会を提供しまし

た。 

 

時期：令和 7 年 4 月～令和 8 年 3 月 

対象：ボランティア団体あすのち・明蓬館中等部に通う小学生・中学生等 

人員：事務局・正会員・賛助会員・ボランティアサポーター・地域団体 

費用：756,181 円 

 

 

イ） インターンシップ 

内容：8 月より NPO 法人アクションポート横浜様の企画「NPO インターンシップ」に参画し、アスリ

ード初となる学生インターンシップを実施しました。3 名の大学生を受け入れ、約 3 か月間に

わたり活動を共にしました。8 月は学生主体での活動目標の立案や、ビジネスマナー研修な

どを行い、9 月には『みらい teacher』に同行し、講話後の企業様向け振り返り会を自ら企

画・運営して若者支援への想いをヒアリングしました。さらに会員企業様への訪問インタビュ

ーも実施し、経営者の熱意や多様な価値観にふれました。参加した学生からは「積極性が身

に付いた」「多様な生き方を知り、目的意識を持てるようになった」といった声が寄せられ、

若者の自己成長に繋がる実りある活動となりました。若者と大人との出会い・学びの場づく

りに、手ごたえを感じられる取り組みとなりました。 

 

時期：令和 7 年 8 月～令和 8 年 11 月 

対象：大学生 

人員：事務局・正会員・賛助会員・ボランティアサポーター 

費用：704,616 円 

 



活動計算書
令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

法人の名称　　特定非営利活動法人　アスリード

（単位：円）
科目

Ⅰ 経常収益
１．受取会費
正会員受取会費 792,000
賛助会員受取会費 9,888,000 10,680,000

２．受取寄附金
受取寄附金　　 1,170,709 1,170,709
資産受贈益 0 0

３．受取助成金等
受取助成金 476,000 476,000

４．事業収益
教育プログラムの開発・事業 7,148,228 7,148,228

５．その他収益
受取利息 6,642
雑収益 0 6,642

経常収益計 19,481,579
Ⅱ 経常費用
１．事業費
（１） 人件費

給料手当 9,139,260
賞与 0
法定福利費 1,442,606
福利厚生費 26,971
人件費計 10,608,837

（２） その他経費
業務委託費 4,163,378
旅費交通費 468,035
通信費 505,228
交際費 50,154
諸謝金 602,000
会議費 77,479
賃借料 297,405
燃料費 201,516
消耗品費 152,296
租税公課 990
事務用品費 78,678
広告宣伝費 94,023
支払手数料 408,672
諸会費 11,520
新聞図書費 11,478
貸倒損失 42,000
その他経費計 7,164,852

事業費計 17,773,689
２．管理費
（１） 人件費

給料手当 1,015,473
賞与 0
法定福利費 160,290
福利厚生費 2,997
人件費計 1,178,760

（２） その他経費
旅費交通費 52,004
通信費 56,136
会議費 8,609
賃借料 33,045
消耗品費 16,922
租税公課 110
事務用品費 8,742
支払手数料 45,408
諸会費 1,280
その他経費計 222,256

管理費計 1,401,016
経常費用計 19,174,705
当期経常増減額 306,874

Ⅲ 経常外収益
経常外収益計 0

Ⅳ 経常外費用
経常外費用計 0
税引前当期正味財産増減額 306,874
法人税、住民税及び事業税 74,500
当期正味財産増減額 232,374
前期繰越正味財産額 -422,489
次期繰越正味財産額 -190,115

金額

1



貸　　　　借　　　　対　　　　照　　　　表

（特定非営利活動に係る事業会計）

令和　　８年　　　３月　　　３１日現在

Ⅰ　資産の部

　　１　流動資産

現金預金

未収入金

　　　　　　　　　　　流動資産合計

　　２　固定資産

差入保証金

　　　　　　　　　　　固定資産合計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　資産合計

Ⅱ　負債の部

　　１　流動負債

未払費用

未払金法人税等

前受金

預り金

　　　　　　　　　　　流動負債合計

　　２　固定負債

　　　　　　　　　　　固定負債合計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　負債合計

Ⅲ　正味財産の部

　　　　正味財産前期繰越正味財産

　　　　（当期正味財産増加額（減少額））

　　　正味財産合計

　　　　　　　　　　　負債及び正味財産合計

843,504

0

840,000

-190,115

-422,489

74,500

119,119

376,300

833,504

10,000

10,000

特定非営利活動法人の名称 　　特定非営利活動法人 アスリード

科　　　目 金　　　額

457,204

843,504

1,033,619

0

1,033,619

232,374



財　　　　　産　　　　　目　　　　　録

（特定非営利活動に係る事業会計）

令和　８年　３月　３１日現在

Ⅰ　資産の部

　　１　流動資産

現金預金

　　　　　　現金手許有高

　　　　　普通預金 横浜銀行本店営業部

　　　　　普通預金 三井住友銀行横浜支店

未収金

　受取会費未収金

　　　　　　　　　　　流動資産合計

　　２　固定資産

差入保証金

　　　　　　　　　　　固定資産合計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　資産合計

Ⅱ　負債の部

　　１　流動負債

未払費用

未払法人税等

前受金

預り金

　　　　　　　　　　　流動負債合計

　　２　固定負債

　　　　　　　　　　　固定負債合計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　負債合計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　正味財産

843,504

特定非営利活動法人の名称 　　特定非営利活動法人　アスリード

科　　　目 金　　　額

0

457,203

376,300

833,504

10,000

10,000

1

840,000

-190,115

0

119,119

1,033,619

0

1,033,619

74,500


